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祝、学校だより５００号！ 校長 藤 井 芳 樹
本号をもって、くぬぎ台小学校の学校だよりが わら半紙といわれていたＢ４サイズのすこし小さ

５００号を迎えます。統合をあと４ヶ月に控えたこ めの紙に、鉄筆とガリ版（くぬぎ台小の先生にわか

の時期、５００号を迎えることができたことは、な るかな？）で書いてありました。印刷は、もちろん

にかの巡り合わせを感じます。 手刷りだったのでしょうね。

そして、統合に向けての作業の中で書庫を整理し くぬぎ台小学校をやり切ろうと取り組んできた今

ていたら、先輩教職員がまとめてくださっていた学 年に、くぬぎ台小のスタートの証が発見できたこと

校だよりが出てきました。もしやと思い探してみる は、私たちの取り組みが認められているような気が

とありました、栄えある学校だより第一号です。 してうれしくなります。これからも、内容ある学校

創立された翌年の１月に発行されていました。 だより作りをめざしてがんばります。

ホームページへようこそ！くぬぎ台 →検索 昨日までのお客様＝１７，４１０人

★４０年ほどまえの紙質・印刷技術のため、読みにくい点はご容赦ください。



１２月４日「区球技大会」

みんなに支えられて！
今回が川島小との

最後の対抗戦となり
ます。
思い出多い大会に

したいと、多くの人
達が支えてください
ました。
夜勤明けなのに朝

練の手伝いを
してくださっ
たお父様、応
援団をつくっ
てくれた６年
生。中身の濃
い、悔いのな
い時間でした。

お父様も朝練のお手伝い、感謝です。

来年度は、一緒に新しい学校をつくっていこう！

来年の再会を誓って、握手。ナイスプレーが続きます。

先輩６年生も応援団として支えます！

１２月５日「夢は叶う！」

大事なことは、楽しむことと続けること！
実はサッカーを

やりたかったんで
すって。
でも、あこがれ

のお兄さんが野
球をしていたの
で影響をうけた
そうです。人との
出会いは人生で大切
ですね。
夢を叶える秘訣は二つ。目標を楽しむこと、

そして続けること
だそうです。
校歌も一緒に歌

いました。「覚え
ていました。」と
うれしそうに言っ
て下さいました。
目指せ！先輩！

１２月６日「西谷中職業体験」

立場に立ってみる＝相手を思いやる
今年は７名の

西谷中生が学校
体験にきました。
朝の門でのお

迎え、クリーン
大作戦など、忙
しい一日を過ご
しました。
一番の活躍は

子どもたちとの
ふれあいでしょうか。小学校を卒業して、た
ったの２年しか経っていないのに、教師とい
う職業を彼らなりに理解
してもらえたことがうれ
しいです。
そして、子どもとの関

わりには若さ（心として）
が大切であることも学ば
せてもらいました。あり
がとうございました。

５０才を迎えた西谷中

明日も落ちてくるのに、それでも掃除をする意味は？
１２月も２週目となり、春にはおめでたい桜の花を魅せて

くれていた桜の木も丸裸となりました。最後のひと葉も散っ

たようです。
それにしては、道路がきれいです。それは、技術員の清水さ

んと落合さんが落ち葉を毎日毎日掃除してくれていたからです。
次の日も落ち葉は落ちるのに、全部落ちてからまとめて掃

除をすればいいのに・・・。
いえ、そうではないと思います。分かっていても毎日毎日

取り組むことが大切なのです。ここは、教育の場だから子育
ての場所だから、子どもたちに示してあげたいのです。努力
とはどんなことか、人のために働くとはどういうことか。
今日も登校する子どもたちの歩く道はきれいです。ありがとうございます。



≪くぬぎ台小学校放射線測定報告：１２月７日実施≫
※横浜市の基準値は、地上１ｃｍでの測定で０．５９μＳｖ／ｈ以下です。

測 定 場 所 地上 １ｃｍ 地上５０ｃｍ

校庭中央 ０．０４ ０．０３

雨樋下（第３棟への渡り廊下） ０．０８ ０．０８

屋上側溝部分（第１棟） ０．０４ ０．０４

雨水桝・汚水桝の淵（中庭理科室前） ０．０３ ０．０３

校庭隅の吹きだまり（飼育小屋前） ０．０５ ０．０５

校内学校田んぼ、畑および草地 ０．０８ ０．０９

◎前月との比較表示

だいぶ前になってしまいますが、夏休み明け
でまだまだ暑い日の運動場。元気に４年生の人
たちがボール遊びをしています。
そんな日の放課後、４年生の男の人が職員室

に入ってきました。どうも、サッカーボールを
プールに入れてしまったようです。そのサッカ
ーボールをとってほしいと先生にお願いしに来
たようです。その内容は、
「プールに入れたのは僕です。だから、サッカ
ー禁止は僕だけにして下さい。クラスは禁止に
しないでください。」

自分の責任は自分で果たす！とても、勇気が
あることです。みんなの責任にすれば少しは軽
い責任ですんでしまうのに。自分の事より仲間
を思いやる言葉がでてきたこと、素晴らしい成
長です。
これが本当にかっこいいということではない

でしょうか。

◎青柳 祥夫先生（内科）
◎種本 康之先生（眼科）
◎山本 一臣先生（歯科）

◎高橋 亘先生（耳鼻咽喉科）
◎深井眞由美先生（薬剤師）

長い間、このくぬぎ台小学校でくぬぎっ子た

ちの健康を守ってくださった校医・薬剤師の皆様、
今までいろいろとお世話になりました。

ありがとうございました。
年間に予定されていた健康診断は、すべて終

了しました。来校して子どもたちと関わること
はもうありませんが、これからの季節は「イン
フルエンザ」「ノロウイルス」が流行する時期で
す。あと少しですが、残り４ヶ月もよろしくお
願いいたします。

▼

校内授業研究会裏話

▲

日本語だから表現できる微妙なニュアン
スを大切に出来る心と技術を求めて！

右の表は、以前、車内広告と
して相鉄線で見かけたもので
す。興味深いので携帯電話のカ
メラで記録しておきました。
ビール会社の広告なので、

体型についての表現をしてい
るのだと思います。
こんなにあるのですね。そ

して、なんと微妙な表現であ
るか。「でっぷり」と「ずっし
り」のニュアンスの違いがわ
かりますか？「げっそり」と
「ひょろり」の違いがイメージ
できますか？
こんなにも微妙な差異を表

現できる日本語は、なんと素
晴らしいのでしょう。これを
「超」だけで全てを表してし
まうなんて、なんとももった
いない話しです。
本校では、昨年度に続いて

国語を研究の柱にしています。
特に言語活動に視点をおいて
の研究を進めています。
本校の児童の特性から、

書くこと・伝えることの力を高めようと
考えました。子どもたちが個性を生かし
た考えをもち、自分の考え方を正しく伝
えるために語彙を駆使して表現する、そ
んな学習活動づくり目指しています。

この冬休み、この
表をもとに、自分に
ぴったりの表現をさ
がし合うなどして、
家庭での言語活動教
育にチャレンジして
みてください。
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